
矢
作
川
く
だ
り

矢
作
川
く
だ
り

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

矢
作
川
く
だ
り

参
加
者
募
集

対象と思われる人は、各問い合わせ先で相談のうえ、早めに申請してください。
※所得制限があります。また、手当額などを変更する場合があります。

問い合わせ手当額（月額）対 象手当名

障害福祉課
（緯〈７１〉２２２５）

５万４００円または３万３５７０円

ＩＱ５０以下の知的障害、精神障害（発達障害を含む）、または身体
障害者手帳１～３級（４級の一部を含む）程度の障害のある２０歳未
満の児童を養育している人
※対象児童が、障害を事由とした年金受給や施設入所をしている
場合は対象になりません。

特別児童
扶養手当

２万６２６０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で重度の障害があるため、診断書により日常生活で常時
特別な介護が必要であると認められる人
※施設入所者、３カ月を超える長期入院者、愛知県在宅重度障害
者手当受給者は対象になりません。

特別障害
者手当

１万４２８０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で重度の障害があるため、診断書などにより日常生活で
常時介護が必要であると認められる児童（障害の程度は次の①～
③のいずれか）
①１級（２級の一部を含む）程度の身体障害
②ＩＱ２０以下
③前記と同程度の障害、または病状で常に介護が必要な場合
※障害を事由とした年金受給者、施設入所者、愛知県在宅重度障
害者手当受給者は対象になりません。

障害児
福祉手当

１種施１万５５００円
２種施６７５０円

１種獅身体障害者手帳１・２級でＩＱ３５以下
２種獅次の①～③のいずれか

①身体障害者手帳１・２級
②ＩＱ３５以下
③身体障害者手帳３級でＩＱ５０以下

※２種は、６５歳以上で新たに手帳を取得した人は対象になりません。
※特別障害者手当、障害児福祉手当または経過的福祉手当の受給
者、施設入所者、３カ月を超える長期入院者は対象になりません。

在宅重度
障害者
手当

障害の程度により２０００円～
６０００円

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を所持して
いる人

障害者
扶助料

子育て支援課
（緯〈７１〉２２２９）

１人目の児童施４万１４３０円
２人目の児童施５０００円加算
３人目以降の児童施１人増
すごとに３０００円加算
（所得により減額あり）

父または母のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の末
日まで）の児童および２０歳未満の中度・重度の障害児を養育して
いる人
※父または母が重度の障害の場合も対象になります。

児童扶養
手当

市遺児手当施２５００円
県遺児手当 ▼１～３年目獅

４３５０円、４・５年目獅２１７５
円、６年目以降獅資格喪失

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する
年度の末日まで）の児童を養育している人
※父または母が重度の障害の場合も対象になります。
※公的年金受給者は、３月３１日以前の認定者で引き続き手当を受
給する人のみ支給あり。

市・県
遺児手当
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●
と
き

７
月
６
日

松
午
前
８

時
～
午
後

１
時
予
定

（
予
備
日

日
松
）

２７●
と
こ
ろ

川
島
河
川

敷
公
園
～
矢
作
川
堰（
藤
井

せ
き

公
園
東
）の
約

灼
４．５

●
内
容

趣
向
を
こ
ら
し
、

自
ら
手
作
り
し
た
イ
カ
ダ
で

川
く
だ
り

●
対
象

小
学
３
年
生
以
上

の
２
～
５
人
で
１
艇

※
小
・
中
学
生
の
参
加
に
は

制
限
あ
り
。

●
定
員

艇（
先
着
順
）

５０

●
費
用

１
艇
２
０
０
０
円

●
そ
の
他

６
月

日
松
に
、

２２

桜
井
公
民
館
に
て
参
加
者
説

明
会
を
開
催

●
申
し
込
み

５
月

日
松

１１

～
６
月

日
掌
の
午
前
８
時

１６
分
～
午
後
５
時

分（
捷

３０

１５

を
除
く
）に
桜
井
公
民
館（
緯

〈

〉３
３
１
３
）へ

９９

広報あんじょう 2013.5.1 霞

害者・ひとり親家庭などに関する手当の支給制度障

■
軽
自
動
車
税
減
免
の
申
請
期
限

は
５
月

日
晶
で
す

２４

次
の
①
～
③
の
軽
自
動
車
は
減

免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
一
定
の
障
害
以
上
の
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
な
ど
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車（
タ
ク
シ

ー
券
受
給
や
普
通
車
の
自
動
車

税
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
を

除
く
）

※
障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台
。
ま

た
、
障
害
の
等
級
に
よ
り
家
族

運
転
の
場
合
も
対
象
。

②
身
体
障
害
者
等
用
構
造
車（
車

い
す
移
動
車
な
ど
）

③
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
社
会
福

祉
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い

る
軽
自
動
車

●
申
請

５
月

日
晶
ま
で
の
午

２４

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
承
を
除
く
）に
市
民
税
課
へ

■
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納

期
限
は
５
月

日
晶
で
す

３１

４
月
１
日
現
在
で
の
軽
自
動
車

所
有
者
へ
、
５
月
１
日
昌
に
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
ま
た
自

動
車
所
有
者
に
は
、
５
月
上
旬
に

県
か
ら
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
。

な
お
、
名
義
変
更
・
廃
車
手
続

き
な
ど
を
他
人
に
依
頼
し
、
納
税

通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
手
続

を
４
月
１
日
ま
で
に
完
了
し
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

転
居
な
ど
で
届
か
な
い
場
合
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
税
止

市
市
民
税
課（
緯〈

〉２
２
１
３
）

７１

自
動
車
税
止
県
西
三
河
県
税
事
務

所（
緯
０
５
６
４〈

〉２
７
１
２
）

２７

■
口
座
振
替
の
人
へ
軽
自
動
車
税

納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）を
６

月
７
日
晶
に
発
送
し
ま
す

５
月

日
晶
か
ら
証
明
書
が
届

３１

く
ま
で
の
間
に
、
軽
自
動
車
の
車

検
の
た
め
納
税
証
明
書
が
必
要
な

人
は
、
市
民
税
課
ま
た
は
支
所
・

出
張
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
月

日
晶
～
６
月
５
日

３１

昌
に
申
請
す
る
場
合
は
、
記
帳
し

た
通
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成

年
度
に
発
送
し

２４

た
納
税
証
明
書
の
有
効
期
限
は
５

月

日
昭
で
す
。

３０

■問
▼
市
民
税
課

（
緯〈

〉２
２
１
３
）

７１

情
報
ワ
イ
ド
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自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

お
知
ら
せ

軽

南吉とわたし❷

南
吉
朗
読
で
で
む
し
会

井
上
茂
男
さ
ん

し
げ
お

◆
朗
読
の
魅
力

昨
年
７
月
か
ら
、
南
吉
館
で

朗
読
会
を
し
て
い
ま
す
。
朗
読

に
は
、
私
た
ち
自
身
が
感
動
し

た
、
よ
い
と
思
っ
た
作
品
を
選

び
ま
す
。
自
分
な
り
に
読
み
込

ん
で
、
南
吉
の
心
情
や
作
品
の

情
景
、
感
動
が
伝
わ
る
よ
う
に
、

読
み
方
に
変
化
を
つ
け
て
い
ま

す
。取

り
上
げ
る
の
は
、
短
い
作

品
で
あ
る
幼
年
童
話
が
ほ
と
ん

ど
。
と
い
っ
て
も
子
ど
も
向
け

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
が
聞
け
ば
、
心
の
ふ
る
さ

と
、
自
分
の
感
性
の
原
点
に
立

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
悲
哀
は
愛
に
変
わ
る

南
吉
は
日
記
の
中
で「
ス
ト

ー
リ
ィ
に
は
、
悲
哀
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
悲
哀
は
愛
に
変

わ
る
」と
書
い
て
い
ま
す
。
彼

の
作
品
は
、
悲
し
い
結
末
を
迎

え
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
は
希
望
を
失
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
不
条
理
か
ら
、

愛
情
や
人
の
優
し
さ
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
構
成
力
が
抜
群
で

す
。
動
物
や
子
ど
も
を
う
ま
く

登
場
さ
せ
な
が
ら
、
短
い
文
章

の
中
に
、
物
語
が
見
事
に
織
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
ん
ぎ
つ

ね
が
小
学
校
の
教
科
書
に
掲
載

さ
れ
続
け
て
い
る
の
も
、
短
く
、

分
か
り
や
す
い
と
い
う
、
南
吉

作
品
の
よ
さ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

◆
南
吉
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う

に
南
吉
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を

は
じ
め
、
市
が
南
吉
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
南
吉

童
話
で
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
、

親
子
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
愛
情

の
交
流
が
期
待
で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
そ
こ
に

命
を
吹
き
込
む
よ
う
な
も
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
南
吉
生
誕

百
年
の
今
年
は
、
活
動
の
場
を

少
し
広
げ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
南
吉
の
声
を
届
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

⿟
⿟
⿟
⿟
⿟
⿟
⿟
⿟
⿟
⿟
⿟

皆
さ
ん
も
南
吉
朗
読
会
に
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
と
き

毎
週
松
午
後
２
時
～

２
時

分
３０

●
と
こ
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ

フ
ェ
南
吉
館（
御
幸
本
町
）
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●
と
き

６
月
８
日
松

●
と
こ
ろ

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象

妊
婦
と
そ
の
夫

●
そ
の
他

家
族
風
呂
デ
ビ
ュ
ー

や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な

ど
の
展
示
、
事
故
予
防
や
親
子
の

絆
を
深
め
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
も
あ
り

●
申
し
込
み

要
予
約
の
も
の
止

５
月
７
日
昇
～

日
晶
午
前
８
時

３１

分
～
午
後
５
時

分（
松
掌
を

３０

１５

除
く
）に
、
直
接
か
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
胃〈

〉
７７

１
１
０
３
）へ

そ
れ
以
外
止
当

日
午
前
９
時

分
～

時
に
直
接

１０

１１

同
セ
ン
タ
ー
へ

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時・

２０

１０

時

分
・

時

分

１０

４０

１１

２０

●
内
容

抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換

を
、
赤
ち
ゃ
ん
人
形
で
体
験（
約

分
）

１５●
定
員

各

組（
先
着
順
）

１２

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き

午
前
９
時

分
～

時

２０

１０

分
、

時

分
～

時

分

２０

１０

４０

１１

４０

●
内
容

赤
ち
ゃ
ん
体
操
で
接
し

方
な
ど
を
学
習
。
赤
ち
ゃ
ん
の
父

母
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の

体
験
談
を
聞
き
、
交
流
し
ま
す

※
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
し

て
、
高
校
生
が
参
加
し
ま
す
。

●
定
員

各

組（
先
着
順
）

１１

■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
と
き

午
前
９
時

分
～

時

２０

１１

分
５０●

内
容

夫
が
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用
し
、
日
常
生
活
の
動

作
を
体
験

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
作
り
コ

ー
ナ
ー

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時

４０

１０

分
・

時
・

時

分

２０

１１

１１

３５

●
内
容

身
近
な
材
料
で
お
も
ち

ゃ
作
り（
約

分
）

１５

■
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時

４０

１０

分
・

時
・

時

分

２０

１１

１１

３５

●
内
容

読
み
聞
か
せ
実
演
、
赤

ち
ゃ
ん
向
き
絵
本
紹
介（
約

分
）

１５

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

有
料
レ
ジ
袋
の
収
益
金
を
、
環

境
活
動
に
還
元
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

市
内
で
活
動
す
る
、

構
成
員
３
人
以
上
の
団
体

●
対
象

７
月
１
日
捷
～
来
年
３

月

日
捷
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
、

３１
ご
み
の
減
量
、
環
境
教
育
な
ど
環

境
保
全
活
動
を
す
る
団
体

●
助
成
金
額

1
事
業
あ
た
り
上

限

万
円（
総
額
は
市
レ
ジ
袋
削

５０
減
推
進
協
議
会
の
レ
ジ
袋
収
益
金

の
範
囲
内
）

●
審
査
・
選
考

書
類
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

●
申
し
込
み

５
月
７
日
昇
～
３１

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
を
除
く
）に
応
募
用
紙
を
持
参

か
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）で
清
掃

事
業
所（
〒

儿
1
1
5
5
安
城

４４４

市
堀
内
町
西
新
田
２
）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
所
・
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

文
化
協
会
会
員
の
発
表
会
で
す
。

■
美
術
展（
前
期
）

●
と
き

５
月

日
昇
～

日
掌

１４

１９

午
前
９
時
～
午
後
５
時（

日
は

１４

午
後
１
時
か
ら
、

日
は
午
後
４

１９

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真

■
美
術
展（
後
期
）

●
と
き

５
月

日
昇
～

日
掌

２１

２６

午
前
９
時
～
午
後
５
時（

日
は

２１

午
後
１
時
か
ら
、

日
は
午
後
４

２６

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容

日
本
画
、
水
墨
画
、
洋

画
、
書
、
陶
芸
、
工
芸

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
展

●
と
き

５
月

日
晶
～

日
掌

１７

１９

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市

民
会
館

●
内
容

ち
ぎ
り
絵
、
創
作
帯
結

び
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
植
物
、

く
み
ひ
も
、
茶
会
、
俳
句
、
短
歌
、

華
道
、
俳
画
、
愛
石

■
芸
能
ま
つ
り

●
と
き

５
月

日
松
午
後
１
時

１８

分
～
３
時

分
、

日
掌
午
前

２０

４０

１９

時
～
午
後
３
時

１０●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
本
舞

踊
、
民
謡
、
大
正
琴
、
詩
吟
、
筝

曲
、
尺
八
、
マ
ジ
ッ
ク
、
コ
ー
ラ

ス
、
謡
曲■問

▼
市
民
会
館

（
緯〈

〉１
１
５
１
）

７５

験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

体

境
活
動
助
成
金
の
助
成
団
体
を
募
集

環
協
祭

文

過過去に助成金を受け過去に助成金を受けたた
環境向上事業の一環境向上事業の一例例

広報あんじょう 2013.5.1峨

情
報
ワ
イ
ド

●
対
象

５
月
１
日
昌
以
前
か
ら

市
内
に
居
住
し
、
今
後
も
継
続
的

に
就
職
活
動
を
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

陰
平
成

年

月
以
降
に
、
企
業

１９

１０

の
雇
用
調
整
な
ど
に
よ
る
解
雇

な
ど
で
離
職
し
た

隠
平
成

年
３
月
末
以
降
、
高
等

２０

学
校
、
各
種
専
門
・
専
修
学
校
、

大
学
な
ど
を
卒
業
し
、
５
月
１

日
昌
現
在
就
職
し
て
い
な
い

※
外
国
人
は
日
本
語
で
の
日
常
会

話
が
で
き
る
こ
と
。

●
業
務
内
容
／
雇
用
期
間
／
勤
務

時
間
／
定
員
／
時
給

下
表
の
と

お
り

●
選
考

面
接（
5
月

日
捷
）

２０

●
申
し
込
み

５
月
７
日
昇
～
１３

日
捷
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
を
除
く
）に
、市
販
の
履
歴
書
ま

た
は
臨
時
職
員
採
用
申
込
書
、
住

民
票
と
陰
糸
離
職
票
・
解
雇
通
知

な
ど
離
職
し
た
こ
と
が
証
明
で
き

る
書
類

隠
糸
卒
業
証
明
書
を
持

っ
て
人
事
課
へ

※
申
込
書
は
、
同
課
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
そ
の
他

失
業
手
当
受
給
中
の

人
な
ど
は
、
今
回
賃
金
を
受
け
取

る
こ
と
で
、
失
業
手
当
の
受
給
額

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

時給定員勤務時間雇用期間業務内容

１２４０円６人
捷～晶（抄を含む）原
則午前８時３０分～午
後５時

６月１日松～
１１月３０日松

びん・缶など資源ご
み回収、場内整理な
ど

１０００円
７人

捷～晶原則午前８時
３０分～午後５時

明治緑道パトロール
清掃など

２人道路の補修・舗装、
側溝清掃など

●
と
こ
ろ

①
⑩
止
市
保
健
セ
ン

タ
ー

②
～
⑦
⑫
止
市
内
指
定
医

療
機
関

⑧
⑨
止
市
保
健
セ
ン
タ

ー
、
市
内
指
定
医
療
機
関

⑪
止

安
城
更
生
病
院
、
八
千
代
病
院
、

三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
そ
の
他

歳
以
上
お
よ
び
市

７０

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料

（
陰
卯
を
除
く
）

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
が

必
要
で
す
。
市
で
実
施
し
て
い
る

検
診
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
検
診
名
／
内
容
／
対
象
／
費
用

左
表
の
と
お
り

費用対象内容検診名

６０００円～２万
５０００円２０歳以上

問診、身体・血圧測定、
眼底、眼圧、心電図、血
液検査、胃・胸部エック
ス線、腹部超音波など

①人間ドック

無料

４０歳以上で、市
国民健康保険・
後期高齢者医療
保険加入者

問診、身体・血圧測定、
検尿、血液検査など（６５
歳以上は胸部エックス線
もあり）

②特定健康診
査・後期高齢
者医療健康診
査

１８～３９歳、６５歳
以上で社会保険
加入者

胸部エックス線、血圧測
定、検尿

③市民健康検診
（結核健康診
断）

５００円（かく痰
細胞診検査は
別途５００円）４０歳以上

胸部エックス線（必要な
場合は、かく痰細胞診検
査もあり）

④肺がん検診

２０００円胃部エックス線⑤胃がん検診

５００円
免疫便潜血検査⑥大腸がん検診

４０歳以上の男性血液検査（腫瘍マーカー
ＰＳＡ）

⑦前立腺がん検
診

１０００円
２０歳以上の女性子宮頸部細胞診、内診、

視診
⑧子宮頸がん検
診

４０歳以上の女性視触診、マンモグラフィ⑨乳がん検診

５００円２０歳以上の女性超音波法⑩骨粗しょう症
検査

１万円４０歳以上頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ⑪脳ドック

無料
４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０歳（対
象者へ通知）

問診、口腔内診査⑫歯周疾患検診

※対象はすべて安城市民で、職場などで受ける機会のない人（②・⑫を除く）。
※脳ドックは、９月に募集予定（定員３００人）。

の
検
診
事
業

市

急
雇
用
対
策
臨
時
職
員

募
集

緊

に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


